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日
本
食
ユ
ネ
ス
コ

�

無
形
文
化
遺
産
へ

▼
私
は
長
岡
市
の
委
託
で
食

生
活
改
善
推
進
委
員
を
や
っ

て
い
る
。
先
日
も
自
宅
で

作
っ
た
味
噌
汁
を
持
参
し
塩

分
測
定
を
し
た
。
さ
す
が
食
推
委
員
は
全

員
、
薄
味
か
ら
や
や
薄
味
の
判
定
。
具
は

四
種
類
以
上
だ
っ
た
。
私
は
食
推
で
勉
強

し
た
事
を
お
客
様
に
お
話
し
し
、
レ
シ
ピ

を
コ
ピ
ー
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
お
渡
し
す
る
時
に
は
「
野
菜
を
多

く
塩
分
少
な
く
良
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食

べ
ま
し
ょ
う
ネ
」
と
一
声
添
え
て
い
る
。

▼
先
頃
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
「
和
食
‥
日
本

人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
が
、
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
事
が
決
定
し
た
。
和

食
で
大
切
な
こ
と
は
、「
ご
飯
・
汁
・
お

か
ず
・
漬
物
」
を
備
え
て
い
る
事
。
そ
れ

が
和
食
の
基
本
の
形
だ
が
、
今
私
達
の
食

生
活
を
見
る
と
、
個
食
化
、
ス
ナ
ッ
ク
の

よ
う
な
も
の
を
食
事
の
代
わ
り
に
し
て
い

る
等
、
和
食
文
化
の
継
承
に
危
機
的
な
状

況
で
あ
る
そ
う
だ
。
食
糧
自
給
率
が
下
が

り
、
地
元
の
物
を
食
べ
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
私
達
主
婦
は
、
忙
し
い
な
が
ら
も
一

汁
三
菜
の
基
本
ス
タ
イ
ル
を
守
り
、「
い

た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
和
食
文
化
を
次
の

世
代
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

う
。

�

理
事
（
栃
尾
支
部
長
）
寺
本　

和
子

ある勉強会で教わった、考え方を整理する時に何度も使わせて頂いているお話です。
中世ヨーロッパ、とある都市の中心地で、建築現場の側を通りかかった人が、作業を
していた三人の石切り工に、聞きました。『貴方たちは、ここで何をしているんだい？』
すると、石切り工の一人が答えます。『見れば解るだろ、石切って積でんだよ！』二
人目の石切り工が、続いて答えます。『ここに建つ教会の土台を作っているんです！』
そして、三人目の石切り工が少し遅れて答えます。『この街の人の心を癒す為の教会
を作っています！』 どの人の答えも間違っていません。どういう姿勢で仕事に取り組
んでいるかの違いが、答えに出ているだけです。ただ、その取組み姿勢の違いで、そ
の教会が完成した後の三人が取る行動も、それぞれ違ってきます。おそらく、一人目
の人は、近所まで来たから、ついでに見に来る人なのでしょう。二人目の人は、完成
した建物や土台に不備は無いかを心配しながら、見て廻る人なのでしょう。三人目の
人も当然、建物や土台の具合を気にするのでしょうが、同時に、その教会に集まる人
たちが笑顔なのか？いい顔でいるのか？も気にしながら見て廻る人なのでしょう。ど
れも間違いではなく、違いです。三人の目的が違うから、そうなのです。
仕事をする場合「何をしなければいけないのか？」や「どうしなければいけないか？」
は必要です。「いつまでやるか？」「どれくらいやるか？」も必要です。いずれも大事
なことですが、ここまでで行動すると作業で終わります。さらに、その先の「何の為
にやるのか？」を考えることで仕事になります。仕事には、大変な事や心配な事も沢
山ありますが、その分喜びも沢山あります。それで、自分の心も、暮らしも潤せる。
ありがたい事です。そう感謝できる生き方をこれからも続けていきたいと思います。
今年も一年、ありがとうございました。

■ 年の瀬に、あらためて何の為に・・

株式会社  野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-288-6155

開
催
日
時　

平
成
25
年
10
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時

開
催
場
所　

長
岡
蓬
平　

蓬
莱
館
福
引
屋

出
席
理
事　

24
名

欠
席
理
事　

1
名

出
席
監
事　

2
名

議　
　

長　

若
井　

優

議
事
録
作
成
理
事　

長
尾
紀
次

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項

1
．�
新
潟
理
容
美
容
専
門
学
校
同
窓
会
に

つ
い
て

　
　

副
理
事
長
よ
り
報
告

2
．�

指
導
セ
ン
タ
ー
基
盤
強
化
検
討
会
議

に
つ
い
て

　
　

理
事
長
よ
り
報
告

3
．�

理
容
師
美
容
師
指
導
者
研
修
会
に
つ

い
て

　
　

教
育
部
長
よ
り
報
告

4
．�

第
98
回
Ｔ
Ｍ
モ
ー
ド
発
表
会
に
つ
い
て

　
　

理
事
長
よ
り
報
告

5
．�

指
導
セ
ン
タ
ー
生
衛
業
シ
ニ
ア
サ
ー

ビ
ス
推
進
事
業「
ほ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
・

ホ
ッ
ト
タ
ウ
ン
事
業
」

　
　

第
1
回
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　
　

教
育
部
長
よ
り
報
告

6
．�

全
美
連
役
職
員
研
修
会
に
つ
い
て

7
．�

厚
生
労
働
大
臣
及
び
全
国
中
央
会

　
　

理
事
長
表
彰
に
つ
い
て

8
．�

第
41
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大

会
に
つ
い
て

　

以
上
、
理
事
長
よ
り
報
告

議　
　

題

第�

1
号
議
案　

平
成
25
年
度
上
半
期
収
支

決
算
に
つ
い
て

　

経
理
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、一
般
、

講
習
会
、
事
業
部
、
共
済
会
各
会
計
に
つ

い
て
上
半
期
に
お
け
る
予
算
の
執
行
内
容

が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
監
事
よ
り
、
10

月
8
日
に
帳
簿
、
預
金
、
現
金
に
至
る
ま

で
監
査
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
は
適
正
で

あ
っ
た
旨
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第�

2
号
議
案　

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ　

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ　

２
０
１
３

に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
決
算
見

込
・
出
場
者
数
等
に
つ
い
て
説
明
並
び
に

報
告
及
び
協
力
に
関
す
る
感
謝
が
述
べ
ら

れ
、
12
月
16
日
に
２
０
１
３
反
省
会
並
び

２
０
１
４
検
討
会
を
開
催
予
定
で
あ
る
旨

報
告
さ
れ
た
。

質　

疑

理�

事
…
会
場
費
、
音
響
・
照
明
費
で
か
な

り
の
額
が
掛
か
っ
て
い
る
。
現
在
の
出

場
数
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
こ
の
会
場
が

ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
運
営
の
在
り
方
等

を
含
め
て
今
後
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

教�

育
部
長
…
学
生
の
出
場
が
な
け
れ
ば
大

会
と
し
て
成
り
立
た
ず
、
全
国
大
会
選

考
会
と
な
っ
て
し
ま
う
。
会
場
予
約
を

1
年
前
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
来
年

度
も
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
仮
予
約
し

て
い
る
。
来
年
、
や
る
か
否
か
に
つ
い

て
こ
こ
で
決
め
て
頂
き
た
い
。

理�

事
…
教
育
部
長
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
語

る
事
が
大
事
だ
と
思
う
。
メ
イ
ン
の
モ

デ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
出
場
者
も
い
る
よ
う
だ
が
、

１
０
０
人
規
模
の
出
場
者
で
現
在
の
会

場
・
設
営
等
が
必
要
な
の
か
、
今
後
規

模
の
縮
小
等
考
え
て
い
る
の
か
、
今
年

の
統
括
を
踏
ま
え
た
教
育
部
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

教�

育
部
長
…
組
合
加
入
し
て
い
た
だ
く
為

に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
も
出
場
を
可
能

と
し
、
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
外
に
向

け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ

る
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
内
容
に
つ
い

て
は
賛
否
両
論
あ
り
、
い
い
も
の
に
つ

い
て
は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

理�
事
…
平
成
18
年
度
か
ら
青
年
部
が
運
営

す
る
と
言
う
事
で
、
可
動
性
が
悪
い
と

の
理
由
か
ら
県
民
会
館
か
ら
振
興
セ
ン

タ
ー
に
会
場
を
変
え
た
。
そ
れ
か
ら
7

年
が
経
ち
、
見
直
す
時
期
が
来
て
い
る

と
思
う
。
現
状
で
い
い
の
か
、
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
の
か
、
組
合
に
は
祭
り
が

必
要
だ
と
の
意
見
も
あ
り
、
華
や
か
に

人
を
寄
せ
る
為
に
も
っ
と
お
金
を
使
う

の
か
、
考
え
る
の
に
丁
度
い
い
時
期
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
教
育
部

長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
頂
き
た
い
。

理�

事
長
…
お
っ
し
ゃ
る
事
は
よ
く
わ
か

る
。
全
国
的
に
出
場
者
が
減
っ
て
き
て

お
り
、
各
県
の
数
字
を
見
て
も
、
新
潟

県
は
激
減
し
て
い
な
い
分
ま
だ
頑
張
っ

て
い
る
と
言
う
気
持
ち
も
あ
る
半
面
、

今
後
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
恐
怖
も
抱
い
て
い

る
。
先
を
見
て
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
県
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
た
だ
単
に
縮
小
す
れ
ば
良
い
と

は
思
わ
な
い
。
規
模
を
縮
小
し
経
費
を

抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
別
の
意
味
で
組

合
員
に
還
元
で
き
る
も
の
、
あ
る
い
は

若
い
方
を
引
き
込
め
る
事
業
を
提
案
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
今
後

の
課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

議
長
第
2
号
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第�

3
号
議
案　

組
織
強
化
活
動
に
つ
い
て

・
新
規
開
業
者
の
情
報
提
供

　

理
事
長
よ
り
、
指
導
セ
ン
タ
ー
の
基
盤

強
化
検
討
会
議
で
の
決
定
事
項
と
し
て
保

健
所
か
ら
指
導
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
新
規

第
３
回
理
事
会
議
事
録

開
業
者
の
リ
ス
ト
を
毎
月
頂
け
る
事
と

な
っ
た
。
既
に
7
・
8
月
分
が
支
部
長
の

元
に
届
い
て
い
る
事
と
思
う
が
、
新
規
組

合
員
獲
得
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。

・
Ｂ
Ｍ
Ｓ
制
度

　

理
事
長
よ
り
、
全
美
連
役
職
員
研
修
で

説
明
が
あ
り
、
今
後
新
規
開
業
者
、
支
店

出
店
及
び
店
舗
改
装
の
際
に
事
業
・
資
金

計
画
の
相
談
に
乗
り
、
少
し
で
も
リ
ス
ク

を
回
避
し
安
定
し
た
営
業
を
行
え
る
手
伝

い
を
す
る
事
を
目
的
と
す
る
制
度
と
し
て

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
、営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

全
美
連
が
立
ち
上
げ
た
。
開
業
前
か
ら
接

触
す
る
事
に
よ
っ
て
組
合
加
入
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
既
存
の
サ
ロ

ン
の
営
業
に
も
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

く
事
が
で
き
れ
ば
、
な
お
い
い
形
で
進
む

と
思
わ
れ
る
。
今
後
実
施
に
向
け
て
、
タ

カ
ラ
・
公
庫
・
指
導
セ
ン
タ
ー
と
話
し
合

い
の
場
を
近
日
中
に
持
ち
、
進
め
方
に
つ

い
て
詰
め
て
い
く
。

・
自
主
衛
生
管
理
講
習
会

　

理
事
長
よ
り
、
全
美
連
で
全
国
統
一
の

自
主
衛
生
管
理
講
習
会
を
開
催
し
、
受
講

者
に
は
受
講
済
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
毎
年
配

布
さ
れ
る
。
各
支
部
に
お
い
て
組
合
員
に

負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
総
会
等
を
利
用
し

て
開
催
し
て
頂
き
た
い
。
全
美
連
と
し
て

は
最
終
的
に
は
未
加
入
店
と
の
差
別
化
を

図
る
為
の
取
り
組
み
で
あ
る
事
を
ご
理
解

の
上
ご
協
力
頂
き
た
い
。

・
美
容
師
法
違
反
行
為

　

組
織
部
長
よ
り
、
一
昨
年
実
態
調
査
を

行
い
各
保
健
所
へ
申
し
出
る
よ
う
に
と

な
っ
た
が
、
今
年
は
現
時
点
に
お
い
て
事

務
局
へ
苦
情
等
は
入
っ
て
い
な
い
。
自
身

の
支
部
で
調
査
し
た
が
何
も
な
か
っ
た
。

今
後
も
違
反
を
見
つ
け
た
際
に
は
速
や
か

に
保
健
所
へ
申
し
出
、
な
お
も
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
事
務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し

た
い
。

・
出
張
美
容

　

組
織
部
長
よ
り
、
出
張
美
容
を
行
う
場

合
、
保
健
所
へ
届
出
が
必
要
で
あ
り
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
行
い
、
事
故
を
未
然
に

防
い
で
頂
き
た
い
。
以
前
美
容
に
い
が
た

に
掲
載
し
た
の
で
よ
く
読
ん
で
頂
き
た

い
。
先
般
行
な
っ
た
各
支
部
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
報
告
を
し
、
出
張
美
容
の

重
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
支
部
と
し
て
の

運
営
の
難
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
今

後
組
織
委
員
会
で
検
討
し
、
組
合
と
し
て

指
導
的
立
場
を
と
れ
る
の
か
、
こ
の
ま
ま

支
部
に
ま
か
せ
て
お
く
の
か
、
ど
ち
ら
に

し
て
も
出
張
美
容
が
や
り
や
す
い
よ
う
に

考
え
て
い
く
の
で
進
め
る
際
に
は
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
出
張
美
容
を
行

え
る
の
は
美
容
所
に
所
属
す
る
美
容
師
の

み
と
す
る
県
条
例
の
改
正
を
強
く
要
望
し

て
い
る
が
今
後
も
強
く
訴
え
て
い
き
た

い
。

　

議
長
第
3
号
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第�

4
号
議
案　

全
美
連
総
合
福
祉
共
済
制

度
並
び
に
休
業
補
償
共
済
制
度
に
つ
い

て

　

厚
生
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
今
年

の
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
結
果
、
目
標

82
名
に
対
し
44
名
の
加
入
が
あ
り
の
報
告

並
び
に
協
力
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
今
後

も
一
人
で
も
多
く
の
方
が
加
入
す
る
よ

う
、
特
に
加
入
者
数
の
な
い
支
部
は
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
ご
尽
力
頂

き
た
い
。
休
業
補
償
制
度
で
は
安
心
し
て

営
業
が
で
き
る
事
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
考

え
て
頂
き
加
入
し
て
頂
き
た
い
。
美
容
に

い
が
た
7
月
号
に
給
付
さ
れ
た
方
が
「
喜

び
の
声
」
と
し
て
幅
広
い
年
齢
層
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
組
合
に
加
入
し
て

い
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
と

寄
稿
さ
れ
た
。
今
後
も
美
容
に
い
が
た
に

随
時
掲
載
し
て
い
く
の
で
よ
く
読
ん
で
頂

き
、
加
入
促
進
に
ご
尽
力
頂
き
た
い
。

　

議
長
第
4
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第703号平成 25 年 12 月 20 日 （2）

第�
5
号
議
案　

定
款
等
改
正
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
（
総
務
部
長
）
よ
り
資
料
に

基
づ
き
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
、
理
事
が

出
ら
れ
な
い
支
部
に
つ
い
て
は
、
支
部
長

の
理
事
会
出
席
を
認
め
、
旅
費
日
当
を
支

給
す
る
が
議
決
権
は
な
し
と
し
た
い
。

質　

疑

副�

理
事
長
…
組
合
員
数
70
人
に
対
し
理
事

1
名
と
す
る
条
文
は
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
が
、
大
前
提
で
来
て
い
る
。
19
人

以
上
25
人
以
内
の
範
囲
を
超
え
た
場
合

は
定
款
を
改
正
す
れ
ば
よ
い
。

広�

報
部
長
…
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
ら
ず
に

理
事
数
変
更
を
起
爆
剤
に
、
組
合
員
獲

得
に
動
こ
う
と
考
え
て
い
た
。

副�

理
事
長
…
そ
う
し
て
頂
け
れ
ば
有
難

い
。
組
合
員
数
の
変
動
が
今
後
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
4
月
1
日
を
基
準
日
と

し
、
来
年
5
月
の
総
代
会
に
確
定
数
で

提
案
す
る
。

理�

事
…
19
人
以
上
25
人
以
内
と
し
た
幅
の

根
拠
の
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

副�

理
事
長
…
現
況
を
踏
ま
え
、
違
い
に
対

応
で
き
る
よ
う
余
裕
を
持
た
せ
上
限
を

25
人
と
し
中
央
会
か
ら
指
導
を
受
け
下

限
を
19
人
と
し
た
。
組
合
員
確
定
基
準

日
を
4
月
1
日
と
し
た
理
由
は
、
自
己

都
合
に
よ
る
脱
退
者
は
3
月
31
日
ま
で

は
組
合
員
で
あ
る
事
、
定
款
改
正
に
よ

る
定
数
変
更
を
来
年
総
代
会
で
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
来
期
の
改

選
に
あ
た
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
検
討
・

調
整
に
時
間
を
要
す
る
と
予
想
さ
れ
る

事
等
に
よ
る
。

　

議
長
第
5
号
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
理
事
の
選
出
方
法
等
に

つ
い
て
討
議
す
る
事
と
な
り
、
異
議
な
く

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第�

6
号
議
案　

平
成
26
年　

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て

　

総
務
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
・

提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
第
6
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

７
号
議
案　

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ　

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ　

２
０
１
４

に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　

議
長
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

8
号
議
案　

Ｔ
Ｍ
モ
ー
ド
講
習
会
に
つ

い
て

　

理
事
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
・
提

案
が
な
さ
れ
た
。

質　

疑

理�

事
…
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
講
習
内
容
に
一
貫

性
が
な
い
と
の
事
で
あ
る
が
、
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
事
は
わ
か
ら
な
い
の
で
教
え

て
頂
き
た
い
。

上�

越
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
代
理
）
…
例
年
約

１
０
０
名
前
後
の
方
が
参
加
さ
れ
て
お

り
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

よ
う
に
感
ず
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
販

売
。
講
師
は
ヘ
ア
1
名
、
着
付
は
地
元

講
師
会
よ
り
2
名
。
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー

ト
で
開
催
。

中�

越
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
講
師
は
ヘ
ア
、
着
付

共
1
名
。
助
手
や
会
場
設
営
は
各
支
部

役
員
が
行
う
。
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
単
独
で

開
催
し
た
い
意
向
が
強
い
。
１
０
０
名

前
後
が
出
席
し
、
着
付
講
師
は
モ
デ
ル

と
ボ
デ
ィ
に
1
点
ず
つ
、
ヘ
ア
講
師
は

ロ
ン
グ
1
名
と
カ
ッ
ト
2
名
を
し
て
頂

い
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
各
支
部

で
お
お
よ
そ
を
割
り
当
て
、
余
り
は
戻

す
。
強
制
買
取
で
は
な
い
。

下�
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
市
の
会
場
を
借
り
、

講
習
会
費
２
，０
０
０
円
。
50
〜
60
名
が

参
加
。
今
年
は
補
助
金
が
減
り
赤
字
と

な
っ
た
。新
発
田
と
村
上
で
は
離
れ
す
ぎ

て
い
る
の
で
参
加
者
が
少
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。下
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

は
新
潟
で
開
催
し
て
頂
け
る
と
い
い
。

新�

潟
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
組
合
員
か
ら
徴
収
し

て
い
る
地
区
費
と
入
場
券
販
売
（
1
枚

１
，５
０
０
円
）で
運
営
。
入
場
券
は
各

支
部
の
組
委
員
数
に
よ
っ
て
按
分
。
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で

開
催
。
ヘ
ア
講
師
は
大
体
関
東
よ
り
招

き
、
着
付
は
4
名
。
地
元
講
師
会
12
〜

3
名
よ
り
な
る
べ
く
公
平
に
選
び
、
2

名
ず
つ
2
点
を
行
う
。
例
年
１
３
０
〜

１
５
０
人
位
集
ま
る
。

理�

事
長
…
私
の
提
案
は
強
引
に
す
ぐ
に
進

め
て
い
く
も
の
で
は
な
い
が
、
現
状
と

し
て
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
観
客
数
が
減

り
、
高
齢
の
方
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

放
置
す
れ
ば
そ
の
傾
向
が
更
に
進
み
、

負
担
が
大
き
く
な
り
疲
弊
し
た
状
態
で

開
催
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
よ
り
も
前

向
き
な
気
持
ち
で
い
い
方
向
へ
持
っ
て

行
け
な
い
か
が
前
提
で
の
提
案
で
あ
る

事
を
ご
理
解
頂
き
、
留
め
て
お
い
て
頂

き
た
い
。

理�

事
…
い
ず
れ
は
改
革
が
必
要
か
と
思
う

が
、
数
十
年
来
同
じ
や
り
方
で
開
催
し

て
お
り
、
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
講
師
会

の
着
付
の
先
生
は
人
数
が
多
い
の
で
、

提
案
通
り
4
年
に
1
回
の
開
催
で
は
問

題
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
今
の

開
催
の
善
し
悪
し
を
判
断
す
る
の
は
組

合
員
で
あ
る
。
時
間
を
頂
い
て
、
よ
く

検
討
し
た
上
で
進
め
て
頂
き
た
い
。

理�

事
長
…
内
容
を
縮
小
し
よ
う
と
は
考
え

て
い
な
い
。
地
元
の
先
生
に
お
願
い
し

て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
人
数
も
5
名

で
も
10
名
で
も
出
た
い
方
全
員
に
出
て

頂
き
た
い
。

教�

育
部
長
…
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
講
師
は

4
名
だ
が
、
助
手
4
名
、
解
説
2
名
と

計
10
名
が
担
当
者
と
な
っ
て
い
て
経
費

が
掛
か
る
。
各
支
部
へ
チ
ケ
ッ
ト
割
り

当
て
が
あ
り
、
半
分
位
し
か
売
れ
ず
残

り
は
支
部
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
不

足
分
は
地
区
費
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、

下
越
が
新
潟
と
一
緒
に
と
言
わ
れ
る
の

は
い
い
案
だ
と
思
う
。

理�

事
…
下
越
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で
ホ
テ
ル
を

会
場
と
す
る
の
は
経
費
的
に
難
し
い
。

各
支
部
へ
チ
ケ
ッ
ト
買
取
と
な
れ
ば
可

能
か
と
も
思
う
が
。
い
い
会
場
で
あ
れ

ば
下
越
か
ら
新
潟
へ
行
く
人
も
い
る
と

思
う
。

教�

育
部
長
…
出
来
る
事
か
ら
始
め
て
い
け

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
単
独
で
も
合

同
で
も
い
い
事
と
し
て
、
理
事
長
案
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

理�

事
…
前
回
の
理
事
会
で
こ
の
案
が
出
さ

れ
、
検
討
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、
1

回
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
踏
み
出
し
て

頂
き
た
い
。
ま
ず
全
県
で
1
会
場
で

や
っ
て
み
る
。
1
会
場
が
無
理
な
ら
2

会
場
に
す
る
と
し
て
、
改
革
す
る
方
向

で
実
施
し
て
頂
き
た
い
。

理�

事
…
来
年
度
、
新
潟
・
下
越
、
中
越
・

上
越
の
2
会
場
で
試
し
に
や
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。
や
っ
て
み
た
上
で
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

理�

事
…
経
費
的
な
面
か
ら
も
中
越
は
う
ま

く
い
っ
て
い
る
の
で
、
上
越
と
一
緒
に

は
反
対
で
あ
る
。

理�

事
…
上
越
は
順
調
に
出
来
て
い
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
の
交
通
の
利
便
性
が
一
番

い
い
直
江
津
で
開
催
す
る
事
で
１
０
０

名
前
後
の
集
客
が
あ
る
が
、
他
の
会
場

に
な
っ
た
場
合
は
確
実
に
減
る
。
県
全

体
を
考
え
れ
ば
必
要
な
事
と
は
思
う

が
、
改
革
の
名
の
下
に
観
客
数
が
減
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

理�

事
…
美
容
師
は
勉
強
家
で
あ
り
、
技
術

に
関
し
て
は
非
常
に
勉
強
意
欲
が
あ

る
。
技
術
を
磨
く
、
新
し
い
情
報
を
取

り
入
れ
る
事
が
講
習
の
ね
ら
い
で
あ

り
、
教
育
に
関
す
る
費
用
を
減
ら
す
事

は
組
合
の
衰
退
に
つ
な
が
る
の
で
は
と

心
配
で
あ
る
。

副�

理
事
長
…
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
り
決

を
と
っ
て
も
ま
と
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
来
年
度
に
関
し
て
は
、
下
越

は
新
潟
に
加
わ
り
、
中
越
、
上
越
は
こ

れ
ま
で
通
り
と
し
て
は
い
か
が
か
。

議
長
第
8
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
試
験
的
に
3
会
場
と
す
る
事
が
承
認

さ
れ
た
。

第�

9
号
議
案　

そ
の
他

①�

平
成
25
年
度
役
員
給
与
支
給
に
つ
い
て

②�

平
成
25
年
度
地
区
協
議
会
費
支
給
に
つ

い
て

③�

平
成
25
年
度
脱
退
者
に
対
す
る
出
資
金

返
金
に
つ
い
て

　

経
理
部
長
よ
り
①
②
は
本
日
支
給
し

た
、
③
に
つ
い
て
は
期
日
ま
で
に
手
続
方

を
お
願
い
し
た
い
と
の
提
案
が
経
理
部
長

よ
り
な
さ
れ
、
新
規
組
合
員
の
出
資
証
券

は
本
日
各
支
部
長
へ
配
付
し
た
。

④
組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
よ
り
6
月
22
日
〜
10
月
4
日

に
お
い
て
新
規
3
件
、
脱
退
8
件
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
。

⑤�

営
業
約
款
新
規
登
録
促
進
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

さ
れ
た
。

⑥�

簡
易
帳
簿
の
斡
旋
に
つ
い
て

⑦�

日
通
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
支
部
手
数
料
配

分
金
つ
い
て

⑧�

東
京
白
馬
支
部
手
数
料
配
分
金
に
つ
い
て

⑨�

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
購
読
促
進
に
つ
い
て

　

事
業
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

さ
れ
た
。
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
購
読
に
つ
い
て
、

前
回
各
支
部
10
名
以
上
の
購
読
者
を
お
願

い
し
た
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
引
き

続
き
ご
尽
力
頂
き
た
い
。

　

議
長
以
上
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

⑩
そ
の
他

・
広
報
部
長
よ
り
、
美
容
に
い
が
た
11
月

号
は
、
全
ブ
ロ
ッ
ク
の
Ｔ
Ｍ
講
習
会
の

模
様
を
掲
載
す
る
た
め
発
行
が
25
日
頃

と
な
る
事
を
ご
承
知
お
き
頂
き
た
い
。

総
合
福
祉
共
済
の
加
入
促
進
を
図
る
為

に
給
付
を
受
け
た
方
の「
喜
び
の
声
」を

掲
載
す
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
組
合
加
入
促
進
の
為
、
各
支
部
の

活
動
に
つ
い
て
も
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

・
事
務
局
よ
り
、
商
工
会
主
催
理
美
容
業

者
向
け
消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の

案
内
文
書
を
本
日
配
布
し
、
ま
た
、
美

容
に
い
が
た
10
月
号
に
中
央
会
主
催
の

同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
併
せ
て
傘
下
支
部
組
合
員

に
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。
来
年
か
ら

白
色
申
告
の
方
も
記
帳
が
義
務
化
さ
れ

る
が
、
全
美
連
発
行
の
白
色
帳
簿
を
勧

め
て
頂
き
た
い
。

・
理
事
よ
り
、
恒
例
の
若
手
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
、
長
岡
に
て
小
林
純
子
先
生
を

講
師
に
招
い
て
開
催
す
る
。
案
内
は
各

支
部
長
に
配
布
済
み
で
あ
り
、
郵
送
・

回
覧
等
に
よ
り
参
加
者
募
集
に
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

・
事
務
局
よ
り
、
自
主
衛
生
講
習
会
開
催

に
つ
い
て
、
各
支
部
よ
り
地
元
の
保
健

所
に
講
師
依
頼
を
し
総
会
等
で
1
時
間

程
度
の
講
習
会
を
開
催
し
て
頂
き
た

い
。事
前
に
参
加
者
名
簿
を
提
出
頂
き
、

そ
の
人
数
分
の
受
講
済
ス
テ
ッ
カ
ー
を

送
付
す
る
の
で
当
日
参
加
者
へ
配
付
を

お
願
い
し
た
い
。
理
事
長
よ
り
、
県
生

活
衛
生
課
長
及
び
新
潟
保
健
所
環
境
衛

生
課
長
に
は
既
に
協
力
依
頼
済
み
で
あ

り
、
地
元
の
保
健
所
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
各
支
部
の
実
情
に
即
し
た
内
容
を
し

て
頂
き
た
い
。
全
美
連
と
し
て
は
組
合

員
の
差
別
化
に
活
用
し
、
今
後
時
期
は

定
か
で
な
い
が
厚
生
労
働
省
の
文
字
を

入
れ
て
い
き
た
い
意
向
で
あ
り
、
県
・

市
と
し
て
も
組
合
が
衛
生
指
導
を
徹
底

す
る
事
を
前
提
に
差
別
化
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
見
解
で

あ
る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
美
容
所
賠
償
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
店
舗
に
は
配
付

し
な
い
の
で
こ
れ
を
機
会
に
加
入
を
勧

め
て
頂
き
た
い
。
資
料
を
参
考
に
自
己

管
理
点
検
表
を
作
製
、
全
組
合
員
に
配

布
す
る
の
で
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

　

以
上
で
全
議
案
終
了　

午
後
4
時
30
分

　労働者（アルバイトを含む）を1人でも雇っている事業主は労働保険（労災保険・雇用
保険）に加入しなければなりません。労働保険は、労災保険・雇用保険の各種給付金のほ
か、雇用の安定のために事業主に支給される助成金などの各種支援制度も設けられており、
労働者はもとより事業主のためにも欠くことのできない制度です。まだ、労働保険の加入
手続を行っていない事業主は、管轄の労働基準監督署又は公共職業安定所（ハローワーク）
で加入手続きをとられるようお願いします。
　ご不明な点はお気軽にお問い合わせください

問い合わせ先　新潟労働局労働保険徴収課（電話　025-288-3502）
　　　　　　　お近くの労働基準監督署・公共職業安定所（ハローワーク）

◆◆ 雇うことは、加入すること。 ◆◆

〜備えよう、社員の万一に。労働保険〜



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第703号美　容　に　い　が　た平成 25 年 12 月 20 日（3）

　

今
年
の
着
物
の
集
い
は
、
旧
横
越
町

に
あ
る
北
方
文
化
博
物
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
お
客
様
や
お
友
達
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
と
、祝
日
が
選
ば
れ
、

10
名
程
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

雨
模
様
で
始
ま
っ
た
集
い
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
着
物
姿
に
似
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
晴
れ
間
に
変
わ
り
、
お
庭
の
美
し

さ
を
一
層
際
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

　

大
広
間
か
ら
眺
め
る
景
色
に
柱
は
邪

魔
に
な
る
か
ら
と
、
30
ｍ
も
の
一
本
通

し
の
杉
の
丸
桁
が
使
わ
れ
て
い
て
、
そ

れ
を
運
ぶ
為
に
、
阿
賀
野
川
を
下
り
、

曲
り
角
は
家
を
退
か
せ
て
通
し
た
と
言

う
説
明
を
聞
き
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

8
代
目
館
長
86
才
か
ら
の
「
日
本
人

の
忘
れ
物
」
と
言
う
お
話
で
は
、
忘
れ

ら
れ
て
い
る
奥
ゆ
か
し
さ
や
、
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
本
当
の
美
し
さ
（
利
休
の
朝

顔
一
輪
の
も
て
な
し
の
話
等
）
背
筋
の

ピ
ン
と
伸
び
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
中

庭
の
、
鞍
馬
山
か
ら
運
ば
れ
た
と
言
う

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
の
パ
ワ
ー
も
凄
か
っ

た
で
す
。
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百
名
近
く
の
着
物
姿
が
散
策
し
て
い

て
も
蟻
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
庭
園

の
大
き
さ
に
、
人
間
の
知
恵
と
力
が
結

集
す
れ
ば
こ
ん
な
大
き
な
も
の
が
残
せ

た
の
か
と
往
時
を
忍
ぶ
想
い
で
し
た
。

大
家
族
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当

主
の
守
り
抜
か
れ
た
知
恵
は
、
今
の
企

業
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
違
う
の
は
遊
び
心
が
、
伊
藤
家
に

は
脈
々
と
受
け
つ
が
れ
、
残
さ
れ
た

品
々
か
ら
オ
ー
ラ
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
ン
デ
ィ
な
伊
藤
館
長
さ
ん
の
お
話

は
「
日
本
人
の
わ
す
れ
も
の
」
と
題
さ

れ
て
お
だ
や
か
な
口
調
で
、
日
本
古
来

の
間
の
と
り
方
を
忘
れ
て
い
る
せ
こ
せ

こ
し
た
今
を
、
憂
い
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
の
私
に
は
茶
道
に
し
て
も
華
道

に
し
て
も
、
稽
古
し
て
い
る
そ
の
時
だ

け
で
、
そ
れ
が
生
活
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
、
な
に
か
が

見
え
て
来
る
よ
う
な
帰
路
で
し
た
。
も

う
一
度
着
物
姿
で
ゆ
っ
く
り
た
ず
ね
た

　

美
容
室
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
私
の

家
庭
は
、
常
に
美
容
師
の
お
弟
子
さ
ん
が

家
の
中
に
居
ま
し
た
。

　

ま
さ
し
く
徒
弟
制
度
の
中
で
そ
の
お
弟

子
さ
ん
は
美
容
師
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
仕
事
を
教
え
て
い
た
だ
く
の
に
お
給

料
な
ん
て
…
と
い
う
時
代
で
す
。
す
ご
く

昔
の
話
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
つ
い
10

数
年
前
ま
で
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何
か
お
か
し

い
ぞ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
は
異
業
種

の
経
営
者
の
会
合
の
中
で
の
会
話
で
し

た
。
そ
の
時
は
じ
め
て
美
容
業
界
と
他
の

業
界
と
の
雇
用
環
境
の
違
い
と
、
弊
社
の

雇
用
環
境
が
い
か
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い

か
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
求
人

を
出
し
て
も
応
募
が
な
い
し
、
新
入
社
員

が
入
っ
て
き
て
も
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う

の
も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
技
術
さ
え
教
え
て
い
れ
ば
良
い

し
、
技
術
を
習
う
の
だ
か
ら
、
お
給
料
な

ん
て
二
の
次
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
経

営
者
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

よ
く
「
今
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
は
我
慢
が
足

り
な
い
…
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
り
、
聞

い
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
く
考
え
た

ら
、
大
半
の
ス
タ
ッ
フ
は
一
般
家
庭
で

育
っ
て
い
る
わ
け
で
、
私
の
よ
う
に
美
容

室
の
中
で
育
っ
て
は
お
ら
ず
、
福
利
厚
生

な
ど
普
通
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
が
当
た

り
前
の
親
や
兄
弟
を
み
て
い
る
わ
け
で

す
。
美
容
師
だ
か
ら
と
い
う
言
い
訳
は
通

ら
な
い
時
代
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
常
々
ス
タ
ッ
フ
に
こ
の
会
社
を
潰

す
な
ら
簡
単
で
す
よ
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

辞
め
れ
ば
一
日
で
お
店
を
閉
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
言
い
ま
す
。

　

美
容
室
は
人
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
科
学
が
発
達
し
て
も
、
ど
ん
な

に
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
美
容
は
人

の
手
が
必
要
で
す
。
流
行
の
最
先
端
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
に
、
手
仕
事
と
い
う
一

番
ア
ナ
ロ
グ
的
な
方
法
で
そ
の
技
術
を
提

供
し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
ま
さ
し
く
「
人
財
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
美
容
業
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
そ
こ
で
働
く
人
々
を
大
事
に
す

る
雇
用
環
境
と
労
働
環
境
の
整
備
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

経
営
を
し
て
い
く
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
土
台
が
あ
り
、

人
を
育
て
る
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
る
職
場
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

弊
社
の
経
営
理
念
は
「
喜
び
と
感
動
の

幸
せ
づ
く
り
」
で
す
。
お
客
様
の
幸
せ
が

ス
タ
ッ
フ
の
幸
せ
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

幸
せ
が
会
社
の
繁
栄
に
つ
な
が
り
、
行
く

先
は
美
容
業
界
の
発
展
に
繋
が
っ
て
く
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
女
性
ば
か
り
の
職
場
で
す
。
女

性
が
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
と
長
い
期
間
ブ
ラ
ン
ク
に
な
る
状

態
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
美
容
師
を
辞
め
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
非
常

に
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
は
人
生
で
大
切

な
時
間
で
す
。

　

そ
の
大
切
な
時
間
が
、
犠
牲
の
時
間
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私
を
は
じ
め

女
性
を
雇
用
し
て
い
る
経
営
者
は
こ
の
期

間
を
ス
タ
ッ
フ
が
大
切
な
時
間
と
考
え
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
子
供
を
安
心
し
て
産
め
る
会
社
、
子

供
を
育
て
な
が
ら
働
け
る
会
社
、
長
く
働

け
る
会
社
。
そ
こ
に
は
人
を
大
切
に
し
、

笑
顔
が
広
が
る
場
所
に
な
り
ま
す
。

　

3
・
11
以
降
、
人
と
人
の
繋
が
り
、
絆

が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
福
島

県
に
住
む
一
人
の
女
子
学
生
と
繋
が
り
ま

し
た
。
そ
の
子
は
被
災
し
、
私
が
住
ん
で

い
る
地
域
に
避
難
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

時
私
の
サ
ロ
ン
で
は
、
避
難
し
て
き
た

方
々
が
き
れ
い
に
な
っ
て
少
し
で
も
笑
顔

に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
避
難
の
方
は

カ
ッ
ト
無
料
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
で
し
た
。
そ
の

学
生
さ
ん
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な
る
の
が

夢
で
、
専
門
の
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
地
震
と
原
発
事
故
で
そ
の
夢
も
閉
ざ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
と
か

な
ら
な
い
の
か
と
、
地
域
の
方
々
始
め
、

避
難
先
で
出
会
っ
た
方
と
共
に
私
も
支
援

さ
せ
て
頂
き
、
今
で
も
夢
に
向
か
っ
て
い

る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
小

さ
な
出
会
い
が
一
人
の
学
生
さ
ん
の
夢
を

繋
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
と
人
の
繋
が
り
や
出

会
い
は
、
き
っ
と
形
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
美
容
師
に
な
り
た
い
と
夢
み
た
子
供

が
、
ち
ゃ
ん
と
美
容
師
に
な
り
定
年
ま
で

働
け
る
こ
と
、
こ
の
仕
組
み
を
経
営
者
が

つ
く
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
今
後
の
美
容

業
界
が
活
性
し
て
い
く
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
人
が
や
る
仕
事
は
、
人
が
大
事
で

す
。こ
の
先
科
学
が
も
っ
と
発
展
し
て
も
、

美
容
と
い
う
仕
事
は
人
が
や
る
仕
事
に
変

わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
人
と
人
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
、

共
に
学
び
、
共
に
成
長
し
て
い
く
美
容
業

界
で
あ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
こ
の
業
界
に
活
性
化
に
繋
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

い
で
す
。

　

楽
し
い
お
誘
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
で
す
。
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北
方
文
化
博
物
館
に
て
「
着
物
の
つ

ど
い
」
に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

な
の
で
、
今
年
は
祖
母
の
昔
の
着
物
を

可
愛
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
と
、
準
備
か

ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。当

日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が

艶
や
か
な
着
物
が
豪
農
の
館
に
映
え
て

と
て
も
素
敵
で
し
た
。
小
物
の
色
合
わ

せ
、
帯
結
び
、
お
着
物
の
種
類
、
美
容

師
の
先
生
方
の
美
的
感
覚
が
キ
ラ
リ
と

光
っ
て
た
く
さ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
く
お
客
様
が
「
着
物
は
た
く
さ
ん

持
っ
て
い
る
け
ど
着
る
機
会
が
な
く
て

ね
」と
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
お
客
様
に
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

新
潟
県
美
容
講
師
会

着
物
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

�

平
成
25
年
11
月
4
日
㈪
　
北
方
文
化
博
物
館

　平成22年より開始された『着付け職種技能検定』は、労働者
の有する技能を一定基準によって検定し、これを公証する国家
検定制度です。本試験は、学科と実技により行われ、実技試験
合格者は、 1級または 2級の≪着付け技能士≫と称することが
できます。

　平成21年度までの社内検定合格者は、特例講習を受講し、同
講習内の修了試験に合格すると、学科試験（上・中級は 1級、
初級は 2級）が免除される特例制度が平成27年度まで適用され
ます。
　新潟県内では最後の特例講習として、平成26年度、 1級受検
者対象に開催を予定しておりますので、ご希望の方は、 1月31
日㈮までに組合事務局【TEL025-223-0991】までご連絡ください。
県内での開催には40名の受講者が必要で、希望者が少ない場合
には開講できませんのでご了承ください。

　平成26年度につきましては、受検・受講の申込受付を美容組
合で行います。ご希望の方は、組合事務局まで。
公示は 4月の予定です。

詳細は、全日本着付け技能センターＨＰ
≪http://www.kitsuke.or.jp/≫　をご覧下さい。

厚生労働大臣認定

『着付け職種技能検定』について

第
15
回
全
美
連
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品

　
美
容
業
界
活
性
化
の
た
め
の
私
の
提
言

　
　
　
　「
美
容
師
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
」

高
田
新
井
支
部
　
関
　
原
　
英
里
子
　

で
し
ょ
う
か
。

　

館
長
さ
ん
の
お
話
で
「
出
会
う
た
め

に
旅
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。
着
物
を
着
て
、
素
敵
な

先
生
方
と
出
会
い
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
。
美
容
師
も
お
客
様
も
お
し
ゃ
れ
で

特
別
な
時
間
を
過
ご
す
「
着
物
の
つ
ど

い
」
ま
た
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

�

加
茂
支
部　

長
谷
川
美
樹

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　

前
日
か
ら
天
候
が
悪
く
、
案
の
定
雨

に
な
り
ま
し
た
。
昼
か
ら
は
外
も
動
き

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
我
々
は
、
仕
立

屋
グ
ル
ー
プ
で
美
容
師
様
方
々
の
着
付

け
、
髪
型
に
興
味
が
あ
り
参
加
し
ま
し

た
。
色
を
使
い
着
付
け
を
さ
れ
て
振
袖

を
今
の
ご
自
分
に
着
装
さ
れ
た
方
、

レ
ー
ス
を
上
手
く
使
っ
た
方
も
い
ま
し

た
。
お
昼
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
お

庭
も
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
お
腹
が
一

杯
に
な
り
講
話
の
時
に
舟
を
漕
い
で
し

ま
い
ま
し
た
。
失
礼
し
ま
し
た
。
一
日

ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
役
員
の
方
？
美
容
師
の

皆
々
様
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

菊
田
三
枝
子
（
一
般
）
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組
合
だ
よ
り

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C

5年以内
2.15 1.75 1.25

1.60

12年超 13年以内 2.55 2.15 1.65

5年超　6年以内 13年超 14年以内
2.65 2.25 1.75

6年超　7年以内
2.25 1.85 1.35

14年超 15年以内

7年超　8年以内 15年超 16年以内
2.75 2.35 1.85

8年超　9年以内 2.35 1.95 1.45 16年超 17年以内

9年超  10年以内
2.45 2.05 1.55

17年超 18年以内
2.85 2.45 1.95

10年超 11年以内 18年超 19年以内

11年超 12年以内 2.55 2.15 1.65 19年超 20年以内 2.95 2.55 2.05

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成25年12月13日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 1 50,000
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 3 60,000
6. 慰労金 0 0
7. 退職慰労金 0 0

計 4 110,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から 6 ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 1 30,000
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 3 60,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 3 80,000
6. 第1子誕生祝金 0 0
7. 子供誕生祝金 2 40,000
8. 銀婚祝金（入籍後25年） 0 0
9. 金婚祝金（入籍後50年） 1 50,000
10. 古希祝金（満70歳） 2 20,000
11. 還暦祝金（満60歳） 2 20,000
12. 人間ドック補助金 18 180,000

計 32 480,000

平成25年度　各種給付状況（11月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から 1 年以内）

‥‥‥‥　共済・保険の請求先のご案内　‥‥‥‥
①共済会給付金申請（請求期限は事由発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②総合福祉共済給付金申請（請求期限は事由発生から 1年以内）
　　総合福祉共済ご加入者の方は組合へご連絡下さい
③賠償責任保険請求　支部長へご連絡下さい

 1月20日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場

　　27日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場

※組合事務局 年末年始休暇のお知らせ
12月28日㈯〜 1月 5日㈰まで業務を休止させて頂きますので
よろしくお願い致します。
尚、新年は 1月 6日㈪から通常業務となります。

品　名 価　格
全美連発行
白色帳簿 530円

全美連発行
青色帳簿 840円

美容業の簡易帳簿斡旋中！！
組合事業部では、例年の通り簡易帳簿を斡旋しています。
購入ご希望の方は、お早めに各支部長、事業部長へお
申込み下さい。

今年も一年間、新聞編集にご協力いただきありがとうござい
ました。
来年も皆様のお便りをお待ちしております。
皆様、どうぞよいお年を !!

広報部
より

〜組合員の皆様へ〜

≪組合を脱退に関する手続・注意事項について≫
定款（第11条、第60条、第68条）に基づき手続きをしますので、必ず下記事項をご確認下さい

1 ．�組合員は、（ 1）組合員たる資格の喪失　（ 2）死亡又は解散　（ 3）除名　の事由によっ
て脱退する。（ 1）（ 2）の事由の場合、遅滞なく届け出ること。

2 ．�廃業の場合、保健所へ届け出た『廃業届のコピー』を添付の上、各支部備え付けの『脱
退届』に必要事項を記入の上、各支部長へ提出すること。脱退した日の翌月以降の組合
費は徴収しない。

　　�『廃業届のコピー』が添付されない場合の『脱退届』の提出は廃業による脱退とは認め
ない。下の 3 .自己都合による脱退とする。

3 ．�自己都合による脱退（自由脱退）の場合は、各支部備え付けの『脱退届』に必要事項を
記入の上、各支部長へ提出し、届出を行った日の事業年度の末日（ 3月31日）において
脱退ができるが、『脱退届』が事業年度末日の60日前（ 1月30日、うるう年の場合は 1
月31日）までに、組合本部事務局に到着しなければならない。

　　�それ以降から 3月31日の間の自己都合による脱退は、受け付けない。
　　�各支部長経由で提出されることを考慮し、各支部の提出〆切を各自確認のこと。
　　�年度の途中で『脱退届』を提出しても、原則として 3月31日までは組合員であるので、

3月末までの組合費等、負担すべき費用を支払うこと。
4 ．�組合を脱退する場合は、組合の『脱退届』だけでなく、共済会等についても同時に提出
すること。

《参考》新潟県美容業生活衛生同業組合定款（抜粋）
（脱　退）
第11条　組合員は次の事由によって脱退する。
（ 1）　組合員たる資格の喪失
（ 2）　死亡又は解散
（ 3）　除名
2　�組合員に前項第 1号及び第 2号の事由があったときは、遅滞なく届け出るものとする。
3　�組合員は第 1項各号に定める事由によることなく自由脱退しようとする場合は、こ
の組合に予告し、その予告を行った日の属する事業年度の末日において脱退するこ
とができる。

4　�前項の予告は、当該事業年度の末日の60日前までに脱退の旨を記載した書面でしな
ければならない。

（事業年度）
第�60条　この組合の事業年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月31日に終わる。
（延滞金）
第�68条　この組合は、組合員が過怠金、組合費、使用料、手数料、払い込むべき出資金、
その他この組合に対する債務を履行しないときは、履行の期限の到来した日の翌日か
ら履行の日まで年10.95%の割合で延滞金を徴収することができる。


